
 



 



 



 



 



 

 

荻島飛行場の滑走路跡 

荻島飛行場の滑走路の南端より北方（しらこばと水上公園方面）を見る。 

 



 

     

荻島飛行場の今も残る「滑走路」のコンクリート跡 滑走路に平行して今も残る滑走路西側の「隠し暗渠」 
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『月刊わらじ』2001 年 1 月号表紙（平成１３年） 

 

歴史をさかのぼれば、この長屋は陸軍の兵舎であった。敗戦色

濃きころ、松脂で飛行機を飛ばすといった状況にまで追い込まれ

た軍が、その試作機のための飛行場として急遽この南荻島を指定

した。近郷近在の農家や強制連行された朝鮮・中国の人たちも徴

用されて、飛行場が作られたが、ほとんど活用されずに敗戦を迎

えたらしい。飛行場跡はコンクリートが厚く、どうしようもない

ので、国が開拓民を募って田んぼとして使わせた。兵舎は大蔵省

が分譲長屋として、この開拓民たちが入居したようである。画伯

のおじいさんも開拓で入った一人だった。そんな歴史的建造物が、

あと数ヶ月で解体され、建売住宅になってしまうという。２０世

紀を忘れるために。２１世紀新年を迎えるために。 

※「わらじの会」は, 障害のある人もない人もいっしょに街の中で生活 

していこうと、３０年前から活動している団体です。 

※warajinokai.sakura.ne.jp/waraji/warajitop/2001/2001_01.htmより取得 

活動している団体です 

平成１７年１０月現在も残る 

兵舎の名残の建物 

 

上記の写真提供者：磯谷知子氏 



 

飛行場の西方に今も残る巨大なコンクリート台 



 

飛行場の西方に今も残る巨大なコンクリート台（拡大） 

 



 

巨大なコンクリート台のそばの草むらに残る「格納庫」跡地 

 



 

「格納庫」跡地にみられる床下南側のコンクリート壁跡 



 

さいたま市岩槻区南平野の稲荷神社にある記念碑. 



 

南平野の稲荷神社にある記念碑の表面 

荻島飛行場の滑走路のコンクリート使用 

記念碑裏面、荻島飛行場の滑走路のコンクリート使用 

「碑石ハ新和飛行場ヨリ運搬使用セル一片」（碑文の一部）と刻まれている。 

「新和飛行場」は別名「荻島飛行場」とか「論田（ろんでん）飛行場」とも呼ばれた。 


